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コンテンツの対象者

化学品のSDSを読む必要のある事業者（製造
業者、流通業者、小売業者等）
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SDSに記載されている要点を理解すること

コンテンツの狙い

SDSの基本的な用途を理解すること



本コンテンツの内容

1.SDSの目的
2.SDSに記載するべき内容
3.SDSの読み方
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SDSとは、「安全データシート」のSafety 
Data Sheetの頭文字をとったもので、
事業者が化学物質及び化学物質を含
んだ製品を労働環境における使用及び
他の事業者に譲渡・提供する際に交付
する化学物質の危険有害性情報を記
載した文書であり、GHSに基づいて作
成されている。

化学物質及び化学物質を含んだ製品
に起因する予見可能なリスクをサプライ
チェーンの全ての関係者に周知し、人
の健康及び環境に対する災害・事故を
未然に防止することが最大の目的であ
り、いわば労働者の知る権利を守るため
のものである。

原料メーカー

輸送事業者

製造メーカー

輸送事業者

小売事業者

SDSによる情報伝達イメージ

１．SDSの目的
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２．SDSに記載するべき内容

・基本的な危険有害性情報

・安全に扱うための情報

化学品に関する・・・

危険な（又は危険の可能性のある）成分が
どれくらい含まれているのか？

事故を防ぐために
どのように扱うべきなのか？

が記載されている

・作成者や供給者の同定情報
誰が化学品を製造し
誰が流通させたのか？

※安全性を証明するための資料ではない



6

１．化学品および会社情報

２．危険有害性の要約

３．組成及び成分情報

４．応急処置

５．火災時の措置

６．漏出時の措置

７．取り扱いおよび保管上の注意

８．暴露防止および保護措置

９．物理的および化学的性質

１０．安定性および反応性

１１．有害性情報

１２．環境影響情報

１３．廃棄上の注意

１４．輸送上の注意

１５．適用法令

１６．その他の情報

２． SDSに記載するべき内容

SDSは上記の16項目から成り立っている
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３．SDSの読み方
化学品の特性（成分情報）について

Q1-5:この化学品の基本的な物性は？

Q1-3:危険有害性に情報が書いていないけど安全なの？

Q1-4:ある成分の濃度が0.1％以下だけど安全なの？

Q1-1:この化学品には何が含まれているの？

Q1-2:この化学品はどれくらい危険なの？この絵は何？
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項目３ 組成及び成分情報

ポイント
SDSの目的は人の健康及び環境に
対する災害・事故を未然に防止するこ
とであるが、危険有害性のある物質以
外は基本的に伝達の義務はない。
SDSにおいて成分情報の詳細が省略
されていることがあるので注意が必要。

Q1-1:この化学品には何が含まれているの？

？

A: 化学品に含まれる主な成分については項目３に記載されています。

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）

３．SDSの読み方

省略名（例：アルカン類、アル
コール類）での記載の場合あり。
ただし、法規制に該当する場合は

省略不可。

企業の秘密情報保護のため含有量
の幅 （<15%, 20%-30%）での

記載や、少量の場合、微量成分
（0.1%<）となることも。

省略されることも。物質の同定が必
要な場合は作成者に問い合わせる。
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ポイント
SDSにおいて化学品の危険有害性情報は国際的な基準である「GHS」に基づいて
分類されている。危険有害性情報の詳細については日本国内ではJISにまとめられ
ているので、詳細は別コンテンツ「GHSって何？ ルールなの？」を参照のこと。

Q1-2:この化学品はどれくらい危険なの？この絵は何？

項目２ 危険有害性の要約

？

A:化学品の危険有害性情報は項目２にまとめられていますが、SDSでは化学
品の危険性をGHSに基づいて表現します。そのためGHSにおける危険有害
性区分及び絵表示の意味を理解する必要があります。
さらに、健康有害性については項目11に、環境への有害性については項目
12に詳細な記載があります。

３． SDSの読み方

項目１２ 環境影響情報

項目１１ 有害性情報
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「物理化学的危険性」 全17項目、
「健康有害性」 全10項目、
「環境有害性」 全3項目で、
該当する場合に各項目が記載される。

Q1-2:この化学品はどれくらい危険なの？この絵は何？

項目２ 危険有害性の要約

３．SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）

区分１ 区分２ 区分３ 区分4

危険性 高 中 低

GHSにおける危険有害性がある場合

絵表示（ピクトグラム）に
ついては次へ
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Q1-2:この化学品はどれくらい危険なの？この絵は何？

項目２ 危険有害性の要約

万国共通の絵（シンボル）であり世界中で使用されている

可燃性／引火性ガス
引火性液体
可燃性固体
自己反応性化学品

など

支燃性／酸化性ガス
酸化性液体・固体

爆発物
自己反応性化学品
有機過酸化物

金属腐食性物質
皮膚腐食性

眼に対する重大な
損傷性

高圧ガス 急性毒性
（区分１～３）

急性毒性 (区分４)
皮膚刺激性(区分２)
眼刺激性(区分２Ａ)
皮膚感作性
特定標的臓器毒性

（区分３）
など

水生環境有害性 呼吸器感作性
生殖細胞変異原性
発がん性
生殖毒性
特定標的臓器毒性
（区分１，２）
吸引性呼吸器有害性

【どくろ】

【円上の炎】 【爆弾の爆発】

【ガスボンベ】【腐食性】

【環境】 【健康有害性】

【炎】

【感嘆符】

３． SDSの読み方 この絵は絵表示（ピクトグラム）
と呼ばれている。
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注意書きについて
注意書き

　安全対策

　応急措置

使用前に取扱説明書を入手すること。
全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
熱／火花／裸火／高温のもののような着火源から遠ざけること。－
禁煙。
粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。
取扱後はよく手を洗うこと。
この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。
屋外又は換気の良い場所でのみ使用すること。
汚染された作業衣は作業場から出さないこと。
環境への放出を避けること。
保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。
【換気が不十分な場合】呼吸用保護具を着用すること。注）【】の
文言は、化学品の使用時に関する追加的な情報が、安全な使用のた
めに十分であろう換気のタイプを説明している場合に使用できま
す。

飲み込んだ場合：気分が悪いときは医師に連絡すること。
口をすすぐこと。
皮膚に付着した場合：多量の水と石けん（鹸）で洗うこと。
皮膚刺激又は発しん（疹）が生じた場合：医師の診断、手当てを受
けること。
吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息
させること。
眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレ
ンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を
続けること。
眼の刺激が続く場合：医師の診断／手当てを受けること。
直ちに医師に連絡すること。
呼吸に関する症状が出た場合：医師に連絡すること。
汚染された衣類を直ちに全て脱ぎ、再使用する場合には洗濯をする
こと。
漏洩ガス火災の場合：漏えいが安全に停止されない限り消火しない
こと。
安全に対処できるならば着火源を除去すること。
特別な処置が緊急に必要である（このラベルの・・・を見よ）。
注）　”…”は、ラベルに解毒剤等中毒時の情報提供を受けるため
の連絡先などが記載されている場合のものです。ラベル作成時に
は、”…”を適切に置き換えてください。

GHSにおける危険有害性があり、区分が付
与される場合は 「注意書き」が記載されてい
る。

Ex)皮膚腐食性/刺激性が「区分２」のとき
には以下の注意書きコード（Pコード）が付与される

P264 取扱い後は．．．をよく洗うこと。
P280 保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。
P302+P352 皮膚に付着した場合：多量の水／．．．で洗うこと。
P321 特別な処置が必要である（このラベルの．．．を見よ）。

※1 PコードはPrecautionary statementの意
※2 PコードはSDSに記載される際に省略されることがあります

P264

P280

P302+P352

P321

Q1-2:この化学品はどれくらい危険なの？この絵は何？

項目２ 危険有害性の要約

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）

注意書きに記載された内容は実際に化学
品を取り扱う担当者に周知すること。

ポイント

？
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危険有害性に情報が書いていないというこ
とは必ずしも、安全である、有害性が低い、
ということを示しているわけではない。
記載がない場合でも解釈は場合によって
変わる。

Q1-3:危険有害性に情報が書いていないけど安全なの？

項目２ 危険有害性の要約

ポイント

A: 項目２（危険有害性の要約）に記載がなくても安全であることを証明する
ものではありません。

？

３． SDSの読み方
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※１ 記載の義務はありませんが記載することが望ましい
※２ ２０度における状態を評価した際に付与される分類結果です
※３ 現状得られるデータから判断される結果であり、必ずしも安全であ

ることを保障するものではありません。

①記載がある場合
ケース１：分類できない（危険性：不明）

→データが十分になく分類の判断ができないこと

ケース２：分類対象外（危険性：なし※２）
→液体、個体などの状態から分類の対象にならない
項目であること

例：固体の場合は「可燃性ガス」のカテゴリーへの
分類の必要性はない

ケース３：区分に該当しない（危険性：低※３）
→十分なデータが得られており、GHSにおける区分
に該当しない

分類できない
分類対象外

区分に該当しない

GHSにおける危険有害性が付与されない場合※１

Q1-3:危険有害性に情報が書いていないけど安全なの？

項目２ 危険有害性の要約

３． SDSの読み方
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※SDSへの記載の義務はないが記載することが望ましい

②記載がない（空白）場合

Q1-3:危険有害性に情報が書いていないけど安全なの？

項目２ 危険有害性の要約

記載がなにもない場合は、①データなく分類が
されていない、②GHSにおける区分に該当し
ない、③物性からGHS分類が不可能、いず
れかの場合が該当する。
①の場合は対象の化学品を正しく扱うのが困
難となる。この場合はSDS作成者に問い合わ
せることが推奨される。
②や③については項目９～12に記載すること
が推奨されている。

GHSにおける危険有害性が付与されない場合※

３． SDSの読み方
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Q1-4:ある成分の濃度が0.1％以下だけど安全なの？

化学品の混合物には様々な成分が含まれるが、全ての微量成分まで考慮するのは不
可能に近いためSDSの作成を考慮すべき閾値（濃度限界やカットオフ値ともいいま
す）がGHSで設定されている。そのため、ある成分が一定濃度以下の場合はその成分
情報に関する詳細な記載が免除される場合がある。

ポイント

急性毒性の区分が付与された成分 ≧ 1.0%
→SDS作成でGHS分類を考慮する必要あり

急性毒性の区分が付与された成分 ＜ 1.0%
→SDS作成でGHS分類を考慮しなくともよい

Ex.

ただし濃度が閾値以下だとしても”安全”を保障するわけではないので注意が必要。

？

A: ある成分が閾値以下の場合はSDS作成の対象外となる場合がありますが、
安全であることを証明するものではありません。

３． SDSの読み方
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危険有害性クラス SDSを作成する濃度
急性毒性 1.0%以上
皮膚腐食性/刺激性 1.0%以上
眼に対する重篤な損傷性/眼刺激性 1.0%以上
呼吸器感作性又は皮膚感作性 0.1%以上
生殖細胞変異原性：区分1 0.1%以上
生殖細胞変異原性：区分1 1.0%以上
発がん性 0.1%以上
生殖毒性 0.1%以上
標的臓器毒性（単回ばく露） 1.0%以上
標的臓器毒性（反復ばく露） 1.0%以上
誤えん有害性：区分１ 10%以上の区分１の物質かつ40℃での動粘性が20.5mm2/s以下
水生環境有害性 1.0%以上

危険有害性を持つ成分が上記の閾値以上に含まれるのであれば、SDSを作成する必要がある。

※ただし表に示す濃度より低い場合でも、危険有害性があると判断される場合にはSDSを作成し
情報伝達することが推奨される。

出典：｢JIS Z 7253 GHSに基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法－ラベル，作業場内の表示及び安全データシート(SDS)

Q1-4:ある成分の濃度が0.1％以下だけど安全なの？

３． SDSの読み方

(参考)SDSを作るかどうかを決定するための閾値（カットオフ値/濃度限界）



化学品の蒸気密度
蒸気密度が空気（＝１）よりも高い場
合は低所に化学品が滞留しやすい。低
い場合はその逆。

形状

色

臭い

臭いのしきい（閾）値

ｐＨ

粘度（粘性率） 0.1421 cP (25℃)(HSDB (2017))


n-オクタノール／水分配係数 log Kow = 0.35 (HSDB (2017))


自然発火温度 430℃ (GESTIS (2017))

分解温度 情報なし

蒸気密度 1.067（空気= 1） (HSDB (2017))


比重（相対密度） 0.815 (化学商品 (2016))

溶解度 水：4.00×105 mg/L (20℃)(HSDB (2017))

エタノール及びクロロホルムに可溶。エーテル、アセトン、ベンゼ
ンと混和 (HSDB (2017))


蒸発速度（酢酸ブチル＝１） 情報なし

燃焼性（固体、気体） 可燃性ガス (HSDB (2017))

燃焼又は爆発範囲 7 ～ 73 vol％ (GESTIS (2017))


蒸気圧 5,176～5,185 hPa (25℃) (GESTIS (2017))


融点・凝固点 -92℃ (HSDB (2017))

-117℃(凝固点) (GESTIS (2017))


沸点、初留点及び沸騰範囲 -20℃ (ICSC (J) (2012))

引火点 85℃ (ガス) (HSDB (2017))

ほぼ無色のガス[注：水溶液中で使用されることが多い] (HSDB
(2017))


刺激臭 (HSDB (2017))

60～220 μg/m3 (HSDB (2017))
2.8～4.0 /ホルムアルデヒド溶液 (HSDB (2017))


９．物理的及び化学的性質

物理的状態

気体 (20℃、1気圧) (GHS判定)
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項目２ 危険有害性の要約

Q1-5:この化学品の基本的な物性は？

項目９ 物理的及び化学的性質

化学品の形状
気体、液体、固体なのか。気体と液体は
取り扱いに注意。

化学品の蒸気圧
蒸気圧が高いと蒸発しやすく、
低いと蒸発しにくい。
・水の蒸気圧 23 hPa （25℃）
→蒸発しにくい

・エタノールの蒸気圧 59 hPa （25℃）
→蒸発しやすい

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）

取り扱ったり保管する際には化学品が
どのような状態でどのような性質を持つ
のかを確認する必要がある。

ポイント

A: 基本的な物理的な性質は項目９に記載されています。
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Q2-1:触ったり、吸い込んでしまったときの応急処置は？

Q2-3:化学品を水に流して廃棄していいの？

化学品の取り扱いについて

Q2-2:危険なものを取り扱う際に何をすればいいの？

Q2-5:開放系で使用しても大丈夫？

Q2-4:化学品をほかの物質と混ぜてもいいの？

３． SDSの読み方
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Q2-1:触ったり、吸い込んでしまったときの応急措置は？

項目２ 危険有害性の要約

　応急措置 飲み込んだ場合：気分が悪いときは医師に連絡すること。
口をすすぐこと。
皮膚に付着した場合：多量の水と石けん（鹸）で洗うこと。
皮膚刺激又は発しん（疹）が生じた場合：医師の診断、手当てを受
けること。
吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息
させること。
眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレ
ンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を
続けること。
眼の刺激が続く場合：医師の診断／手当てを受けること。
直ちに医師に連絡すること。
呼吸に関する症状が出た場合：医師に連絡すること。
汚染された衣類を直ちに全て脱ぎ、再使用する場合には洗濯をする
こと。
漏洩ガス火災の場合：漏えいが安全に停止されない限り消火しない
こと。
安全に対処できるならば着火源を除去すること。
特別な処置が緊急に必要である（このラベルの・・・を見よ）。
注）　”…”は、ラベルに解毒剤等中毒時の情報提供を受けるため
の連絡先などが記載されている場合のものです。ラベル作成時に
は、”…”を適切に置き換えてください。

触ったり（経皮）
飲み込んだり（経口）
吸い込んだり（吸入）

A: 推奨される応急措置は項目２に記載されています。

したときには体内に化学品の成分が
取り込まれることを意味するため、直
ちに取り除くような措置が必要な場合
がある。

SDSではこのような事態に対して適
切な措置がとれるよう、項目２「危険
有害性の要約」及び項目４「応急
措置」にまとめている。

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）

項目4 応急措置
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Q2-2:危険なものを取り扱う際に何をすればいいの？

項目８ ばく露防止及び保護措置

皮膚及び身体の保護具（衣服）
例：長袖、ポリエチレン防護服

許容濃度 日本産衛学会（2017
年度版）

ACGIH（2017年版）

設備対策

保護具 呼吸用保護具

手の保護具

眼の保護具

皮膚及び身体の保護
具

TLV-TWA: 0.1 ppm、0.12 mg/m3

TLV-STEL: 0.3 ppm、0.37 mg/m3

(DSEN; RSEN)

この物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼器と安全
シャワーを設置すること。
ばく露を防止するため、装置の密閉化又は防爆タイプ
の局所排気装置を設置すること。

呼吸用保護具を着用する。

保護手袋を着用する。

呼吸用保護具と併用して、安全ゴーグル又は眼用保護
具を着用する。

保護衣を着用する。

８．ばく露防止及び保護措置

管理濃度 0.1 ppm

0.1 ppm、0.12 mg/m3

眼の保護具（ゴーグル）
例：眼鏡型、密閉型

手の保護具（グローブ）
例：塩化ビニル製,ニトリル製

呼吸用保護具（マスク）
例：防塵マスク、

取り扱い対象の性質に応じた用途・材質の保護具を装着することが望ましい

A:化学品のばく露による疾病または傷害の起こる可能性を最小限にするために必
要な個人用保護具 (PPE) を特定することが重要です。項目８に記載があります。

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）

※PPE: Personal Protective Equipment
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Q2-3:化学品を水に流して廃棄していいの？

項目13 廃棄上の注意

項目１３には廃棄物容器及び廃棄
方法に関する事項が記されている。
主に廃棄、リサイクル、埋め立てにつ
いての情報が共有される。

廃棄に関する注意事項が記載されている場合は従うことが望ましい

１３．廃棄上の注意

残余廃棄物 廃棄においては、関連法規ならびに地方自治体の基準
に従うこと。
都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業
者、もしくは地方公共団体がその処理を行っている場
合にはそこに委託して処理する。
廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、
有害性を十分告知の上処理を委託する。

汚染容器及び包装 容器は洗浄してリサイクルするか、関連法規制ならび
に地方自治体の基準に従って適切な処分を行う。
空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去するこ
と。

A:直接、下水に流して廃棄することは基本的に推奨されません。必ず、項目１３
の廃棄上の注意を確認し適切な廃棄方法を選択してください。

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）
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Q2-4:化学品をほかの物質と混ぜてもいいの？

項目10 安定性および反応性

化学的反応性
一般的な保存条件下で安定か？不安定か？

危険有害反応性
反応または重合して危険な状態となりうるのか？

避けるべき条件
熱、圧力、衝撃など避けるべき条件について

混触危険物質
危険な状況を誘発する特定の物質は何か？

有害な分解生成物
予見される有害な分解生成物はなにか？

反応性に関する注意事項が記載されている場合は従うことが望ましい

強酸化剤、強酸、強塩基

危険有害な分解生成物 加熱すると、有毒なヒュームを生成する。

反応性 「危険有害反応可能性」を参照。

化学的安定性 水の存在下で徐々に重合する。

危険有害反応可能性 アルカリとの接触や、水に溶解している場合、重合す
る。 加熱すると、有毒なヒュームを生成する。 強酸
化剤、強酸及び強塩基と激しく反応し、爆発の危険を
もたらす。

避けるべき条件 混触危険物質との接触

混触危険物質

１０．安定性及び反応性

A:必ず化学品の安定性及び反応性を確認してください。条件により有毒物質が発
生する化学品もあります。項目１０に記載があります。

？

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）
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Q3-1:SDSは誰が作ったのか？責任者は？

Q3-3:この化学品に関わる法律義務はなにか？

その他の事例について（SDSの取り扱い等）

Q3-2:足りない情報があるが誰に聞けばいいの？

Q3-4:SDSを翻訳して海外に流通させて良いのか？

３． SDSの読み方
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項目1 化学品等及び会社情報

項目１には会社情報が記載される
が、SDSを作成した会社ではなく、
SDSを譲渡・供給する会社名であ
ることに注意が必要。SDSの作成
者と供給者が同じとは限らない。

ただし、別途製造者の会社名が連
名で記載される場合もある。

？

Q3-1:SDSは誰が作ったのか？責任者は？

化学品等の名称

製品コード

会社名

住所

電話番号

ファックス番号

電子メールアドレス

緊急連絡電話番号

推奨用途及び使用上の制限

03-1234-5678

03-1234-5678

連絡先＠検セ.or.jp

03-1234-5678

ポリアセタール樹脂・ユリア樹脂及びメラミン樹脂接
着剤・フェノール樹脂・合成ゴム・メラミン樹脂（接
着剤を除く）・ユリア樹脂（接着剤を除く）原料、溶
剤

１．化学品等及び会社情報

ホルムアルデヒド (Formaldehyde)

H29-B-039

○○○○株式会社

東京都△△区△△町△丁目△△番地

A:SDSの責任は実際に化学品を譲渡する会社が担います。必ずしも化学品を製造
したメーカーに責任があるわけではありません。供給者名は項目１に記載があ
ります。

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）



26

項目1 化学品等及び会社情報

ただし問い合わせることが可能なのは基本
的に安全性に関わる情報（化学品の危
険性、推奨される取り扱い方法など）で
ある。詳細な成分情報や実験結果などは
ビジネス上の機密情報（CBI）に該当す
る可能性があるため、必ずしも開示できる
わけではない。

？

Q3-2:足りない情報があるが誰に聞けばいいの？

化学品等の名称

製品コード

会社名

住所

電話番号

ファックス番号

電子メールアドレス

緊急連絡電話番号

推奨用途及び使用上の制限

03-1234-5678

03-1234-5678

連絡先＠検セ.or.jp

03-1234-5678

ポリアセタール樹脂・ユリア樹脂及びメラミン樹脂接
着剤・フェノール樹脂・合成ゴム・メラミン樹脂（接
着剤を除く）・ユリア樹脂（接着剤を除く）原料、溶
剤

１．化学品等及び会社情報

ホルムアルデヒド (Formaldehyde)

H29-B-039

○○○○株式会社

東京都△△区△△町△丁目△△番地

項目１に記載された会社名は譲渡・
供給者であるため、製造者に確認す
る必要がある場合もある。

A:SDSに記載されている内容は必ずしも、その化学品の情報が全て網羅されてい
るわけではありません。必要な情報が欠落している場合は化学品の製造者に問
い合わせる必要があります。項目１にSDSの供給者名の記載があります。

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）



毒物及び劇物取締法 劇物（法第２条別表第２）

化学物質排出把握管理促進法
（PRTR法）

第１種指定化学物質、特定第１種指定化学物質（法第
２条第２項、施行令第１条別表第１、施行令第４条）

消防法 貯蔵等の届出を要する物質（法第９条の３・危険物令
第１条の１０六別表２）

１５．適用法令

法規制情報は作成年月日時点に基づいて記載されております。事業場において記載する
に当たっては、最新情報を確認してください。

化審法 優先評価化学物質（法第２条第５項)
旧第２種監視化学物質（旧法第２条第５項）

労働安全衛生法 作業環境評価基準（法第６５条の２第１項）
危険物・引火性の物（施行令別表第１第４号）
特定化学物質第２類物質、特定第２類物質（特定化学
物質障害予防規則第２条第１項第２，３号）
特定化学物質特別管理物質（特定化学物質障害予防規
則第３８条３）
名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第
１項、施行令第１８条第１号、第２号別表第９）
名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の
２、施行令第１８条の２第１号、第２号別表第９）
危険性又は有害性等を調査すべき物（法第５７条の
３）
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ポイント
法律上SDSの提供が求められるSDS３
法※に該当する場合は、法律の対象であ
ることをSDSに記載しなければならないが、
それ以外の法律については割愛されてい
る場合がある。使用用途の法律への該
非は自分でも行うことを推奨する。

※安衛法、化管法、毒劇法

SDS提供義務あり
SDS提供義務なし

項目１５ 適用法令

Q3-3:この化学品に関わる法律義務はなにか？

３． SDSの読み方

（厚生労働省モデルSDSより ホルムアルデヒド）

A:化学品（混合物）の成分が日本国内の法律で規制されている場合は適用法令と
して項目１５に記載されています。ただしSDS3法（労安法、化管法、毒劇法）
以外の法律情報は割愛されている場合があります。
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日本国内における主な化学物質管理法
規制については、各種データベースにまと
められており、無料で利用可能。
記載されている法律にどのような遵守義
務があるのかを調べるのに役立つ。

NITE-CHRIP（NITE）
e-Gov（電子政府窓口）
個別省庁のHP

項目１５ 適用法令

Q3-3:この化学品に関わる法律義務はなにか？

３． SDSの読み方
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国内で作成したSDSをそのまま
翻訳して輸出しても良いのか？ 輸出先のルールを要確認！

ポイント
日本国内で流通しているSDSは、主に国内におけるGHSのルールをまとめたJIS
に準拠している。しかしながら海外ではJISとは異なるルールが採用されている場
合があるため、海外へSDSを流通させる場合は、輸出先国のルールに準拠する
必要がある。またSDS作成対象の範囲も日本国内と比べて広範囲に設定され
ている場合があるので注意が必要。

？

分類に関する
閾値が異なる

JISで使用されていない
区分がある

SDS作成の対
象範囲が広い

A:輸出国先の法律等で定められているSDS作成ルールに準拠しているか確認する
必要があります。

Q3-4:SDSを翻訳して海外に流通させて良いのか？

３． SDSの読み方
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